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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

防犯啓発事業

市民生活部
市民活動課

防犯対策の推進

04

防犯意識の高揚01

実施
計画44-0101

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

市民

○防犯教室等の開催（H29年度実績）
　・幼児・児童対象：保育園、児童館で実施する交通安全教室と併せて実施（1
4ヶ所、1,298名）
　・小学生対象：新１年生を対象に連れ去り防止教室を実施（9校、796名）
　・高齢者対象：交通安全教室と併せて実施（5回、169名）
　・自治会･シニアクラブなどグループ対象：出前講座の実施（1回、20名）　
○防犯キャンペーンの開催（H29年度実績）
　・街頭キャンペーン(名鉄駅等)を市･警察署が共同実施。(11回、995人)
　・市民祭でコーナーを設置し、防犯啓発を行う。
　・広報等による防犯意識の啓発（車上・住宅侵入盗など）
○安全安心メール配信による情報の共有化
　・不審者情報等を効果的にメール配信する。
○尾張旭市地域安全推進協議会に負担金を支払い、協議会と共に防犯啓発事業を
実施　・防犯講話、防犯教室の実施
※44-0901見せるパトロール事業を本事業へ統合（青色回転灯装着による防犯パト
ロール等実施啓発）

・多くの市民が防犯教室･キャンペーン
に参加し、防犯意識が高まっている。
・防犯意識が高まり、防犯対策を実践し
ている。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 550 724 629 629

財源内訳
千円

550

防犯教室、キャンペーン等の開催回数

防犯教室、キャンペーン等の参加人数

防犯対策をしている子供の割合

防犯対策の平均実践項目数（全９項目中）

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

回

人

％

項

39 48 45 41

7,310 4,742 4,300 3,478

88.6

2.68

85.1 40 83.9

- 2.68 2.61

724 629 629

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

安全で安心なまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）「防犯対策をしている子供の割合」は昨年度実績と比べ1.2％低下して
いますが、H29年度計画の40％と比較すると、43.9％高い結果となっています。
（原因）　防犯教室の開催などにより、防犯に対する意識が向上していることが
原因であると考えられます。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

一部遅延あり

維持・横ばい

余地が中程度

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計



[585]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

地域防犯パトロール支援事業

市民生活部
市民活動課

防犯対策の推進

04

地域ぐるみでの防犯体制の充実02

実施
計画44-0201

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

　市民（地域住民）
　自治会、町内会

・自治会・町内会等を対象に、防犯パトロールの実施を促す。
・実施団体に対しては、必要な物品等（反射材付ベスト、腕章、青色警告棒な
ど）を提供する。
・防犯パトロール隊連絡会の開催（6月・11月）
・青色パトロール隊出発式（8月1日）、年末特別警戒出発式（12月1日）に併せ、
警察署と防犯啓発活動を実施
・平成２９年度より、尾張旭市地域防犯パトロール活動費補助金交付要綱に基づ
き、青色パトロール活動費に対し補助金を交付（8団体、青パト全部で58台）　自治会、町内会に対して防犯パトロー

ルの実施を促すことで、犯罪が抑止され
るとともに、地域住民の防犯に対する意
識が高揚している。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 154 163 866 696

財源内訳
千円

154

防犯パトロール推進活動数

物品等を提供した自治会数

防犯パトロールを実施した自治会数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

対象

件

団体

団体

54 54 60 53

54 54 60 53

54 54 60 53

163 866 696

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

安全で安心なまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）防犯パトロールを実施した自治会数は昨年度と比べ1団体減少しており
、H29年度計画の60団体と比較すると、7団体低い結果となっています。
（原因）自治会から脱退する団体が増加したことが原因であると考えられます。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

一部遅延あり

維持・横ばい

余地が中程度

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 見直し

●地域で実施される防犯活動に対する支援方法について、検討します。
実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

平成29年度から、青色回転灯を装備した車両による防犯パトロール活動に対し補助事業を開始した。

一般会計



[586]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

かけこみ１１０番の家事業

市民生活部
市民活動課

防犯対策の推進

04

地域ぐるみでの防犯体制の充実02

実施
計画44-0202

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

市民 　「かけこみ１１０番の家」と表示された照明灯を門・玄関等の道路から見える
場所に設置することで、夜間の犯罪抑止を図る。
　また、「かけこみ１１０番の家」と表示されたプレートを門・玄関等の道路か
ら見える場所に設置し、児童や女性などが犯罪に遭わないよう犯罪抑止を図る。

（現状）
　市内小学校へ連携をとり実施
　全体件数　H26 692件  H27 657件　H28 652件　H29 670件
  各学校と協力しながら、かけこみ１１０番の周知、地元への協力依頼を行うな
ど、防犯対策の必要な啓発を行い、防犯活動に努める。

犯罪の抑止が図られ、市民の安心感が増
している。
照明灯設置により、危険箇所が減少して
いる。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 43 95 26 37

財源内訳
千円

43

設置箇所数

安心を感じている市民割合

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

箇所

％

3 3 0 7

77.2 - 80.0 78.6

95 26 37

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

安全で安心なまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）「安心を感じている市民割合」はH29年度計画の80％と比較すると、1.4
％低い結果となっています。
（原因）計画数値には達しなかったが、その数値はほぼ達しており、ある程度防
犯施策が理解されているのではないかと考えられます。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

一部遅延あり

維持・横ばい

余地が小さい・なし

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計



[589]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

青少年街頭相談事業

市民生活部
市民活動課

防犯対策の推進

04

青少年の非行防止対策の推進03

実施
計画44-0301

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

青少年、保護者、一般成人、小学生以上
の未成年者

　少年センターの主任育成員１人、校区育成員（中学校区各１人、計３人）、街
頭相談員３人が市内を日常的、或いは定期的（月～金9:00～16:30、土13:00～20:
30)に巡回し、喫煙・怠学等の不良行為をする青少年に声かけをする。また、地域
協力員（各種団体の構成員や役員によって形成されている「尾張旭市青少年健全
育成推進会議」の委員全員を市長が委嘱）と、連携し青少年への声かけを行う。

　少年センター職員及び地域協力員が連
携し、青少年へ声かけをすることによ
り、街頭相談件数が減少している｡

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 3,096 3,198 3,154 3,145

財源内訳
千円

3,096

街頭相談実施回数（日数）

非行防止パトロールの実施回数

少年センターによる街頭相談件数（延人数）

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

日

回

人

290 290 290 289

18 18 15 22

147 117 250 198

3,198 3,154 3,145

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

安全で安心なまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

(状況）「少年センターによる街頭相談件数（延人数）」は昨年度実績と比べ69.
2パーセント上昇しています。
(原因）遅刻を繰り返す生徒や、スマホをしながら自転車に乗るなどの自転車危
険運転の街頭指導が増えたことが原因と考えられます。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が中程度

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計



[590]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

青少年悩みごと相談事業

市民生活部
市民活動課

防犯対策の推進

04

青少年の非行防止対策の推進03

実施
計画44-0302

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

　青少年､その親・保護者、一般成人（
小学生以上の市民） 　少年センター電話相談員３人が相談活動として、非行、しつけ・教育、学校生

活、友人関係などの心配ごとや悩みごとを電話、面談等により相談に応じ立ち直
りの助言や援助を行う。
　相談日　月～金 9:00～17:00
　　　　　第２・第４土曜日 9:00～16:30（祝日は除く。）
【参考】
　少年センター街頭相談員３人は、市内を日常的（月～金 9:00～16:30
土曜日 13:00～20:30）に巡回し・喫煙・怠学等の不良行為をする青少年に声かけ
等を行う。　悩みを抱える青少年やその親、子ども

の非行を心配する親などの悩みが緩和、
解決されている。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 328 154 140 108

財源内訳
千円

328

相談件数

相談事業に対する満足度

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

件

％

256 287 200 160

75.8 75.9 50 100

154 140 108

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

安全で安心なまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

(状況） 「相談事業に対する満足度」は昨年度実績と比べ24.1ポイント上昇しH2
9計画値の５０％と比較すると、１００％と非常に高い満足度となっています。
(原因）相談員の対応能力が職場内外の研修により向上したことや、相談の事例
について相談後に全員で、対応を協議し、今後の対応に役立てていることが原因
であると考えます。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が中程度

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計



[591]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

青少年健全育成推進・啓発事業

市民生活部
市民活動課

防犯対策の推進

04

青少年の非行防止対策の推進03

実施
計画44-0303

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

　青少年、その親･保護者、一般成人(小
学生以上の市民)
　青少年健全育成推進会議（市民団体）

　青少年の健全育成活動を行う市民団体に、非行防止パトロール・キャンペー
ン、推進大会などの事業を委託し、青少年育成の重要性を市民に訴える。また、
各種事業の折に啓発資材を配布し、あわせて市民意識の向上を図る｡
　また、青少年健全育成推進会議では平成２２年度から「中学生サマーフェス
ティバル」を開催、平成２８年度からは、開催時期と内容を変更し、「中学生
フェスティバル」とし、音楽やダンスを通じて、中学生が交流する場として事業
を展開している。
〈尾張旭市青少年健全育成推進会議〉
　役　員　１５人
　構成員　４０２人
　支　部　３支部（旭中校区・東中校区・西中校区）
　事　業　・非行防止パトロール（盆踊り会場等）
　　　　　・非行防止キャンペーン
　　　　　・青少年健全育成推進大会
　　　　　・地域での声かけ運動　　

　継続した事業委託、啓発活動により、
非行防止パトロールなどが一層活発とな
り、青少年の健全育成、非行防止に関す
る環境が醸成され、地域が一体となって
取り組むという市民の意識が向上してい
る｡

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 1,296 1,340 1,425 1,335

財源内訳
千円

1,296

非行防止パトロールなどの実施回数

啓発資材の数量

青少年健全育成に地域の取り組みが必要と思う市民の割
合

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

回

個

％

18 18 15 22

4,920 9,000 9,000 4,580

95.5 93.4 90 92.4

1,340 1,425 1,335

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

安全で安心なまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】
(状況）「青少年健全育成に地域の取り組みが必要と思う市民の割合」は昨年度
実績と比べ1.0ポイント低下していますが、H29計画値の90％と比較すると、2.4
％高い結果となっています。
(原因）、「『あさひの子』地域みんなで育てましょう」を合言葉に、家庭・学
校・地域が一体となった地域での声かけ運動や、非行防止キャンペーンなど、青
少年の健全育成が進められていることが原因であると考えられます。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が中程度

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計



[594]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

防犯灯設置・維持管理補助事業

市民生活部
市民活動課

防犯対策の推進

04

防犯施設の整備充実04

実施
計画44-0401

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

　市民（地域住民）
　自治会、町内会

・自治会、町内会の行う防犯灯の設置、器具取替費用の一部（定額・約1/2）を補
助する。
・自治会、町内会が管理する防犯灯（８月１日現在）の維持管理費用の一部（電
気代等・定額）を補助する。
・平成23年度より防犯灯設置補助金について新たにLEDの補助区分を定めたとこ
ろ、平成27年度からは補助申請の10割がLEDとなった。
・平成29年度補助額の検討を実施した。（平成30年度から、防犯灯維持管理補助
金額を１灯当たり2,200円から2,100円に変更する。）

・自治会、町内会に対して補助金を交付
することで、防犯灯の設置が促進され、
危険箇所（暗がり）が減少している。
・犯罪の防止が図られ、住民の安心感が
増している。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 21,025 21,713 22,318 22,430

財源内訳
千円

21,025

新設防犯灯の基数

防犯灯維持管理基数

防犯灯・街路灯の満足度

夜間、家の周りを明るくしている市民割合

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

基

基

％

％

72 77 100 83

5,404 5,475 5,550 5,536

-

-

- 70 70.7

- 60 46.6

21,713 22,318 22,430

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

安全で安心なまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）「防犯灯・街路灯の満足度」はH29年度計画のに比較70％すると、0.7％
高い数値になっいるが、「夜間、家の周りを明るくしている市民割合」H29年度
計画のに比較60％すると、13.4％低い数値になっています。
（原因）防犯灯の増加に伴い、門灯等を点灯しない市民が増加しているのではな
いかと考えられます。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

一部遅延あり

維持・横ばい

余地が小さい・なし

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 見直し

●自治会等の負担軽減と環境面への配慮を目的として、補助金制度により防犯灯のＬＥＤ化を支援します。
実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

防犯灯の設置促進、LED化【5,568灯　うちLED灯2,878灯（平成30年3月末現在　51.7%）】及び適切な維持管理が図られ
た。

一般会計



[1272]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

防犯カメラ設置事業

市民生活部
市民活動課

防犯対策の推進

04

防犯施設の整備充実04

実施
計画44-0403

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

市民
自治会、町内会

・44-0402 防犯カメラ整備事業を廃止、本事業平成28年度から新規事業として開
始。
・地域防犯のために防犯カメラを設置する公共団体に対し、その設置費用を補助
することにより、安全安心なまちづくりを推進し、犯罪が起きない生活環境づく
りを図る。
・「尾張旭市公共的団体による防犯カメラの設置及び運用に関するガイドライ
ン」（平成26年11月20日制定）
・「尾張旭市公共的団体による防犯カメラ設置事業補助金要綱」（平成27年4月1
日施行）
・補助額については、対象となる経費の2分の1以内とし、防犯カメラ1台につき15
万円を上限（予算額範囲内）
・市補助以外に県事業その他団体の支援：（尾張旭ライオンズクラブ寄付）によ
り設置がある。＜27年度　7台：市補助4台、県事業1台、ライオンズクラブ寄付2
台/28年度　8台：市補助5台、ライオンズクラブ寄付3台/29年度　3台：市補助3台
＞→設置について市が事務上の支援を行っている。

・犯罪の防止が図られ、住民の安心感が
増している。
・犯罪防止のため、自治会、町内会など
防犯カメラを設置する公共的団体へ補助
を交付することで、防犯カメラの設置が
促進され、犯罪発生が減少している。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 703 750 900 266

財源内訳
千円

703

新設防犯カメラの基数

防犯カメラの基数（累計）

治安に対する安心感

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

基

基

%

7 8 6 3

7 15 21 18

77.2 - 80.0 78.6

750 900 266

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

安全で安心なまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）新設防犯カメラの基数は昨年実績と比べると５台減少しているが、設置
公共的団体は2団体と同数である。
（原因）公共的団体が防犯カメラを設置するにあたっては、設置場所の選定、、
団体内の同意、プライバシーの確保を要すため。又、設置後の維持管理等の費用
を要すことが原因であると考えられます。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

遅延あり

低下

余地が中程度

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計



[974]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

交通防犯庶務事務

市民生活部
市民活動課

防犯対策の推進

04

（施策の総合推進）09

実施
計画99-0303

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

係の庶務事務
係職員 ①庁外文書の収受

②庁内通知、報告文書処理
③財務会計事務
④交通防犯係の予算決算に関する事務
⑤交通防犯関係事業の行政評価・人事考課制度に関する事務
⑥嘱託職員の管理
⑦出張命令書の処理
⑧係の備品、消耗品の調達、管理

【1,898時間(:1人工)×0.3人工(交通防犯係庶務事務)≒567時間】　
・係の庶務事務が正確かつ円滑に進んで
いる。
・事務の改善により、庶務事務所要時間
が削減されている。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 551 449 2,987 2,550

財源内訳
千円

551

庶務事務所要時間

庶務事務における事務改善件数

庶務事務所要時間の削減時間

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

570 570 567 570

2 0 5 2

449 2,987 2,550

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

安全で安心なまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が中程度

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計



[978]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

少年センター庶務事務

市民生活部
市民活動課

防犯対策の推進

04

（施策の総合推進）09

実施
計画99-0304

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

少年センターの職員
少年センターの庶務事務 ・庁外文書の収受

・庁内通知､報告文書処理
・少年センターの予算・決算に関する事務
・少年センターの行政評価・人事考課制度に関する事務
・嘱託職員の勤務表調整事務
・少年センターの備品、消耗品の調達、管理
・事務室移転後の改修事務（H27H28）

　【1,860時間(:1人工)×0.45人工(少年センター庶務事務)≒850時間】
・少年センターの庶務事務が正確かつ円
滑にすすんでいる。
・事務改善により､庶務事務所要時間が
削減されている。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 65 60 65 58

財源内訳
千円

65

庶務事務所要時間

庶務事務における事務改善件数

庶務事務所要時間の削減時間

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

時間

件

時間

850 850 850 850

0

0

0 1 0

0 1 0

60 65 58

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

安全で安心なまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

(状況）「庶務事務における事務改善件数」、「庶務事務所要時間の削減時間」
ともに変化なし。
(原因）庶務事務における事務の改善はできるものは実施済みであり、新たな提
案が無いため事務所要時間の削減の余地がないのが原因であると考えられます。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が小さい・なし

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計


